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P3 −34−8　当院の 40歳以 上の 自然妊娠症例と体外受精症例 にお け る周産期予後お よび短期新生児予後 の 比較検討
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【目的】体外受精 の 成績を評価す る因子 は妊娠率と生産率に な る が，そ の 妊娠 に お ける 周産期予 後お よ び新生児予 後に 関す る

評価も，特 に高齢不妊症患者へ の 情報提供の 際 には重要で ある．今 回 当院に お け る 40歳以 上 の 分娩症例 に お い て，自然妊娠

群 と体外受精群 の 2 群 で 周産期予 後お よび 1か 月検診 まで の 短期 新生 児 予後 の 結 果 を比 較 した．【方法】期聞は 2006年 1 月〜

2012年 12月まで の 7年間 と した．対象は 当院で管理 した 41歳以上 で 単胎自然妊娠の 分娩症例 50例 ： 自然妊娠群 と，当院で

体外受精 に よ り単胎妊 娠 した 40 歳以 上 の 分娩症例 36例 ：IVF 群 と した．2 群 を後 方視 的 に検 討 し，比 較 項 目は 患者背景（分

娩時年齢，初産率），周産期予後因子 （妊娠合併症率，分娩時異常率，分娩週 数 帝王切 開率）。新 生児予後因子 （児体重，Ap・
gar　score ，臍帯動脈 pH ，染 色体 異 常 率，1か 月検 診 まで の 先 天 異常率）と した．【成績】分娩時年齢 （自然妊娠群 ，　 IVF 群 ：

42．1　M ，42．1歳），初産率 （35．8％，84．4％），妊娠合併症率 （61，0％，63．9％ ），分娩時異常率 （66．0％，66．7％），分娩週 数 （37．6
週，37．9週 ），帝王 切開率 （24．0％ ，41．7％ ），児体重 （2747g，2776g），　 Apgar　sc 。 re 　l分値／5 分値 （8．1／8．9，7．7／88），臍帯動

脈 pH （7．34，7．30）， 染色体異常率 （7．5％ ， 2．9％｝，1か 月検診 ま で の 先天 異常率 （12，5％，13．8％ ）となり，　 IVF 群 で帝王切

開率 が有意 に高 く，初 産 率 と臍 帯動 脈 pH が 有意 に 低 い 結果 となっ た．そ の 他 の 因 子 に は 2 群 で有意差 を認め なか っ た，【結
謝 自然 妊娠症例の 成績 は，分娩場所が大学病院で ある とい う特殊性を考慮する必 要が あ る．しか し，IVF 群 にお ける周産期

予後，短期新生児予 後 は，通常当院 で管理 して い る 40歳以 上 の 自然妊娠症例 と大きな差を認め なか っ た，

P3−34−9　 レ トロ ゾール 投与周期 で の体外受精 ・胚移植の臨床成績お よび 出生児予後 の 検討
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【目的】排卵誘発剤を必要とする こ とが多い 多嚢胞性卵巣症候群 （以下 PCOS ）患者 は，卵胞が多数発育しや す く卵巣過剰刺
激症候群 な どの リス ク も高い．こ れ まで PCOS 患者は低刺激周期で の 不妊治療 の 恩恵を受 け に くか っ た．レ トロ ゾール は 閉経
後 乳癌 に適 応 の あ るア ロ マ ターゼ活性阻害剤で ある が，近年不妊症 治 療に対する有用性 が多数報告され て い る．レ トロ ゾール

は単
一
卵胞発育が期待 で きる こ とが明 らか となり，体外受精 ・胚移植適応の ある PCOS 患者 に対 して も低刺激周 期 治療が 可

能で あ る と考えた，今回 PCOS 患者 の 採卵周期に レ トロ ゾール を使用 し，その有用性と出生児の予後を自然周期 と比 較検討 し
た の で報告す る．【方法】対象 は 2007／9／1〜2011／8／31に 当院で IVF − ET を受 け た不妊 治療患者の べ 220症例．レ トロ ゾール

使用 につ い て は 当院施設倫理委員会で 承認 され て い る．A 群 は 自然周期採卵，新鮮胚盤胞 1個移植を施行 の 153例．　 B 群 は

Rotterdamの 基準 （2003年）に よ り PCOS と診断 さ れ た 67例 で ，レ トロ ゾー
ル を月 経 3 日 目 よ り 2．5〜7．5mg ／day を 5−12

日間内服後採卵．新鮮 または融解胚盤胞 1個移植を施行 した．平均年齢は A 群 39．1歳，B 群 34．5 歳で あ っ た．出生児予 後 は

日本産婦人科学会報告 の ため に患者本人が 記入 した 文書 に基づ き解析した．【成績】A 群 と B 群 は平均採卵数が L12個 と 1．55
個 で あ っ た．平均内膜厚 は 10．Ornm と 9．8mm で統計上 有意差 を認め なか っ た，移植あたり臨床妊娠率は 49．0％ と 59．7％，同
生産率 は 30．1％ と 47．8％ で あ っ た．B 群 に の み 21trisomy を 1 例 認 め た．【結 aS］PCOS 患 者 に 対 して も，レ トロ ゾー

ル を用 い

る こ とで 自然周期採卵 と同等な単
一
卵胞採卵 ・新鮮胚移植が 可 能で あ る こ とが 明 らか となっ た．

P3−34−10　生殖補助医療後妊娠に お ける適応別 の 出生 体重および胎盤重量 に関する検討

熊本大

岡村佳則，本 田智子，伊藤史子，本田律生，田代浩徳，大場　隆，片渕秀隆

【目的】生殖補助医療 （ART ）後の 妊娠で は，自然妊娠 と比 較して 早産や低出生体重 の リス クが 増加す る こ とが指摘 され て い

る．一
方 t 凍結融解胚移植 （FET ）で は新鮮胚移植 （Fresh　ET ）と比較 して 出生体重 が 重 い こ とが 報告 され て い る，今回，

当施設 にお い て ART に よ り妊娠が成立 し， 分娩 に至っ た症例 の中で単胎正 期産児 につ い て ，　 ART の 適応別に 出生体重お よ

び 胎盤 重 量 を検討する こ とを目的 と した，【方法】2006年 1月 か ら 2012 年 12月 に 当施設に お い て ART に よ り妊娠 が 成立 し，
その 後分娩 に至っ た 47例の中で単胎正 期産で あっ た 39例に つ い て ，臨床背景，出生体重，胎盤重量に つ い て 後方視的に検討
を加えた．【成績IFresh　ET （21例）と FET （18例）と の 比較で は，平均年齢は 36．0± 2．7 歳 33．1± 2．7歳 （p ・　ODO16）と Fresh
ET で 高 く，在胎週数の 中央値は 38週 6 日，39週 6 日 と Fresh　ET で短い 傾向がみられた，出生体重で は，2，879．6± 424．Og，
2，977．7± 355．2g と FET で 出生体 重 が重 い 傾 向が み られ たが，有意差 は認 め られなか っ た．　ART の 適応別の 検討で は，卵管因
子群 が子 宮内膜症群 に比 較 し て 出生 体重 （3，107．4 ± 329．8g，2，7豆2．O± 398．9g；p ＜0．03）・

胎盤 重 量 （598．6 ± 103．2g，476．7± 75．5
g ；pく0．05）ともに有意に 重かっ た．卵管因子群 と難治性群 との 比 較 で も，卵管因子群が 重い 傾向が み られ た が有意差 は 認め

られなかっ た．【結謝 子宮内膜症群 は卵管 因子群 と比 較 して 出生体重 ・胎盤重量 ともに有意 に軽か っ た こ とか ら，ART に お

い て も子宮内膜症 の 存在が 子 宮内 発 育環境へ 影響 を及 ぼ して い る 可能性が 示 唆 され た，
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